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〔方法〕成人看護学慢性の実習を終了した 3 年生 74 名を対象に、調査用紙を配布し有効回答数 68 名の
分析を行った。



















いる 1）。しかし、平成 28 年度総務省統計局の社会生活基本調査によると、日本に住んでいる 10 歳以
上の人の１週間の睡眠時間は７時間 40 分であり、平成 23 年と比較すると 2 分減少している。一般大
学生における睡眠時間は、5 〜 7 時間未満が 57.1％を占めており 2)、看護系大学生の日常生活の睡眠時
間は 5.2 時間 3)、平日の睡眠時間は 6.1 時間であった 4) と報告がある。特に、領域実習中の看護学生 3
年次に関しては、4.5 時間と有意に短かったことが報告されている 5）。また、他の先行研究では、睡眠





















　A 大学看護学科の 2019 年度に成人看護学慢性期実習を終了した 3 年次 74 名を対象とした。
２．調査期間と調査方法









２）ピッツバーグ睡眠質問票日本語版（The Japanese　version　of the Pittsburgh Sleep Quality 
Index (PSQI-J) ）
　本調査では、ピッツバーグ大学で開発され標準化された睡眠の質に関する質問表を土井らが日本語版
に改訂したものを用いた 8)。過去 1 か月間の睡眠習慣や睡眠の質を評価する自記式質問表で、18 の質
問項目を 7 つの要素、睡眠の質、入眠時間、起床時間、睡眠効率、睡眠困難、眠剤の使用、日中覚醒困
難に点数をつける。得点は０〜 3 点の 4 段階で表し、各項目の合計を 0 〜 21 点で算出し、得点が高い
ほど睡眠障害があると判断される。信頼性・妥当性の高い尺度であり、睡眠の質と量的情報が得られる












　A 大学看護学科 3 年次 74 名を対象に調査用紙を配布した。そのうち、有効回答 68 名（女子 57 名、
男子 11 名）を分析対象とした。対象者の平均年齢は 20.7 歳、SD0.15 であった。
２．平日・休日・実習中の睡眠時間の比較
　全体の平日・休日・実習中の睡眠時間の比較では、平日は 6.3（SD1.1）時間、休日は 8.6（SD2.0）時間、
実習中は 5.0（SD1.2）時間であった（表 1）。女子学生は、平日 6.3（SD1.1）時間、休日 8.5（SD1.8）
時間、実習中 5.0（SD1.3）時間であり（表 2）、男子学生は、平日 6.3（SD1.0）時間、休日 9.2（SD2.6）
時間、実習中 5.0（SD1.1）時間（表 3）であった。男女差は平日と実習中では差がなく、休日のみ男
子学生の方が長かった。




0 時〜 1 時の間に 29 名（41.2％）で一番多く、その次に 1 時〜 2 時の間に 18 名（25％）、２3 時〜
24 時の間は 16 名（22.1％）で、2 時〜 3 時が 6 名（8.8％）で、21 時〜 22 時と 22 時〜 23 時は各
1 名（1.5％）であった。休日は、平日とほぼ変わらず 0 時〜 1 時の間に 27 名（36.8％）が、1 時〜 2
時までに 23 名（32.4％）、2 時〜 3 時は 11 名（14.7％）、22 時〜 23 時は 3 名（4.4％）、3 時〜 4 時
では 1 名（1.5％）が就寝していた。実習中は、0 時〜 1 時の間が 20 名（29.4％）で、1 時〜 2 時が
18 名（32.4％）、2 時〜 3 時が 12 名（16.2％）、3 時〜 4 時が 6 名（8.8％）、23 時〜 24 時が 5 名（7.4％）
であった。休日・平日・実習中ともに 0 時〜 1 時に就寝している学生が多かった。また、起床時間では、
平日は 6 時〜 7 時の間に 3 ２名（47.1％）で、7 時〜 8 時の間は 29 名（42.6％）、8 時〜 9 時が 5 名（7.4％）、
5 時〜 6 時は 1 名（1.5%）、９時〜 10 時は 1 名（1.5％）の回答であった。休日は、10 時〜 11 時の間
に 20 名（29.4％）で、8 時〜 9 時は 14 名（20.6％）、9 時〜 10 時の間に 13 名（19.1％）で集中し
ており、11 時〜 12 時に 8 名（11.8％）いた。最も起床時間が遅いのは 14 時〜 15 時で 2 名（2.9％）、
8 時〜 9 時は 5 名（7.4％）で、5 時〜 6 時、6 時〜 7 時の早朝に起床している学生が 1 名（1.5％）い
た。実習中は 6 時〜 7 時の間に 42 名（61.8％）で最も多く、その次に 5 時〜 6 時の間の 17 名（25％）
が起床していた。また、7 時〜 8 時は 3 名（4.4％）、3 時〜 4 時と 4 時〜 5 時に起床すると答えた学生




　実習記録に費やす時間は、2 〜 3 時間未満が最も多く 28 名（41％）で、次に 3 〜 4 時間未満の 12
名（18％）、4 〜 5 時間未満で 10 名（15％）、5 〜 6 時間未満の 3 名（4％）であった。最も長い時間は、
7 〜 8 時間未満で２名（3％）、6 〜 7 時間未満は２名（3％）で、最も短い時間は、1 〜 2 時間未満で
11 名（16％）であった（図 3）。１日の記録時間の平均は 2.8 (SD1.4) 時間であった（表 4）。
５．平日・休日と実習中の睡眠時間の差について
　平日・休日と実習中の睡眠時間の差に違いがあったが 54 名（75％）で、違いがなかったが 18 名（25％）
であった。違いがあった理由を記述してもらった結果、48 名から回答が得られた。表 5 に示す通り「記
録をしていて眠れなかった」が 35 名（72.9％）で半数以上占めていた。「翌日も実習に行かなければ
ならないため早起きをしないといけない」が 5 名（10.4％）、「休日にたくさん寝る」が 4 名（8.3％）で、「熟
睡感がなかった」、「翌日のことを考えると眠れなかった」、「自分の要領の悪さ」や「気持ちに余裕がな
い」がそれぞれ 1 名（２％）であった。
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６．睡眠障害群と非睡眠障害群の比較と PSQI-J の平均値および標準偏差
　PSQI-J の調査では、記入漏れなどがあり有効回答数が 62 名（84%）であった。PSQI-J の合計得点
では、睡眠障害（6.0 以上）は、38 名（61％）で非睡眠障害は 24 名（39％）であった（表 6）。また、
PSQI-J の平均値と標準偏差を表で示した（表７）。PSQI-J の総合得点、6 点（SD3.0）であった。要素
は「睡眠の質 (C1)」1.5（SD0.9）点、「入眠時間 (C2)」1.0（SD1.0）点、「睡眠時間（C3)」2.0（SD0.9）点、
「睡眠効率（C4)」0.3（SD0.6）点、「睡眠困難（C5)」1.0（SD1.0）点、「眠剤の使用（C6)」0.1（SD0.5）





　成人看護学慢性期の実習期間中の睡眠時間は、平日 6.3 時間、休日 8.6 時間、実習中 5.0 時間であっ
た。今回、調査を行った看護学生 3 年次における平日の睡眠時間は、看護系大学生の睡眠時間 6.1 時間
と比べ 6.3 時間と差はなかった。また、臨地実習中の睡眠時間は、5 時間であったことから、臨地実習
中の看護大学生の睡眠時間が平均 4.5 時間や 4 時間と比較すると 30 分〜 1 時間長く睡眠がとれている
ことがわかった。一方、実習記録に費やす時間（翌日の実習に向けた学習時間を含）は、2 〜 3 時間未




実習期間中の睡眠時間が平均よりも 30 分〜 1 時間多く確保することができたと推察される。記録時間
が短縮した理由として、これまで患者の入院日数が短縮したことにより、実習期間中の受け持ち患者が
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Ⅵ．結論
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A Survey on Students’ Sleep during Chronic Practicum in Adult Nursing
Midori Takagi 1), Etsuko Sawada 1), Yoko Fujimoto 1), Megumi Notabe 1)
 1) Department of Nursing, Faculty of Health Sciences, Morinomiya University of Medical Sciences
Abstract
Purpose
   The purpose of this study was to understand the sleep problems that occur amongst students 
during their practice in the chronic phase of adult nursing.
Methods
   The test was performed on 74 third-year students who completed their chronic adult nursing 
practice, of which 68 were analyzed.
Results
   The average sleep time was 30 minutes to 1hour longer than other nursing colleges at five 
hours, but the quality of sleep was 61.3%, with more than half of the students having sleep 
disorders. The case was anxiety about the time for training records and whether to oversleep.
Discussion
   Factors such as recording time and knowledge, and anxiety about being late for the next 
day's practice, could have increased the results. In the future, it was suggested that there is a 
need for improvement, such as individual guidance and changes in the contents of records.
Key words: Nursing students, Chronic practice, Sleep time, Sleep disorders
